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険料のモデルの開発を行った。水稲生産の LSA では、多基準解析（MCA: Multi Criteria Analysis）を実施した。
MCA では、評価基準を高度に適切である（S1）、適度に適切である（S2）、わずかに適切である（S3）、現在
適切でない（N1）、恒久的に適切でない（N2）とし、専門家の意見を反映させた。その結果、Rangpur、Lalmonirhat、
Kurigram の 3 地区は N2 と評価された。保険料は、Aus、Aman、Boro の三つの水稲品種の生産原価の総額を
保証するように設計された。収穫指数と補助金依存係数を考慮して保険料を決定するために、Landsat OLI デ





 著者は第三章において、水稲生産に適した土地の選定を行うために、階層化分析法（AHP: Analytic Hierarchy 
Process）と地理情報システム（GIS: Geographic Information System）の統合を、加重線形結合（WLC: Weighted 
Linear Combinations）を用いて行った。その結果、選定された土地での水稲生産の適応度は、非常に高く適応











期、開花期に対して、それぞれ 23 ℃、24 ℃および 25 ℃の地域平均最適温度を用いて開発された。また、保
険料は、予測保険料収入損失にもとづいて決定された。さらに、植生期、生殖期、および開花期から推定され
た累積損失にもとづいて、わずかな填補、適当な填補、高度な填補での保険料は、それぞれ 14.11 $/ha、16.12 
$/ha、および 18.15 $/ha であった。 












 平成 30 年 7 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
